
主催 与謝蕪村顕彰与謝野町俳句大会実行委員会

なつかしき俳句の郷よ・・・

与謝蕪村筆

「方士求不死薬図」（左隻）
（施薬寺蔵）

後援／京都府 　（公社）日本伝統俳句協会　 （公社）俳人協会 　（一社）現代俳句協会 　国際俳句協会
　　　京都俳句作家協会　俳句ユネスコ無形文化遺産登録推進協議会 　　協賛／宮津ロータリークラブ

（締切は「ハ・イ・ク」の日）

与謝野町立生涯学習センター知遊館

６月２０日（金）～８月１９日（火）

１１月３０日（日）

◆募集期間

◆俳句大会

令和７年

題字　宮津天橋高等学校加悦谷学舎書道部二年　林　杏奈

与謝野町合併20周年記念

 【車座 蕪村トーク】
11/29夕刻には蕪村研究者の関西大学名誉
教授 藤田真一氏を囲み、蕪村について
語り合う茶話会を行います。

11/29 13:00 天橋立駅～江山文庫～
　ちりめん街道～大内峠一字観公園～ホテル泊
11/30 9:00 ホテル発～知遊館（会場）

３種類の事前投句があります

選者

テーマ・季節は問いません。　一人一組限りとなります。

与謝野町を題材にした句のみを募集します。
季節は問いません。

あなたの一句の背景や舞台などを、２０字以内の前書に託してお書き添え下さい。

選者

関西現代俳句協会理事　俳句グループ 「まるたけ」 代表

①自由題の部（三句一組）

③与謝野町合併２０周年記念部門 与謝野をうたう（一人一句）

②前書俳句の部（一人一句）

（公社）俳人協会幹事　「鶴」 同人

（公社）俳人協会評議員　「風土」 主宰

（公社）俳人協会評議員　「朱雀」 主宰

山  田  佳  乃   氏

塩  見  恵  介   氏

選者 南   う み を   氏

山  根  真  矢   氏

田  中  春  生   氏

（公社）日本伝統俳句協会常務理事　「円虹」 主宰

70



募集要項

なつかしき俳句の郷よ・・・

今から約３００年前に生まれた与謝蕪村の、母親の故郷といわれる丹後･与謝野町｡
名句「夏河を越すうれしさよ手に草履」には「丹波の加悦といふ所にて」の前書が
あり、当地で詠まれたことがわかります。大江山連峰や野田川の流れ、大内峠から
眺める天橋立など､豊かな自然をいただく与謝野町から、丹後を訪れた文人たちが培
ってきた俳句文化の振興と、与謝蕪村の顕彰を目的として、第14回目となる俳句大
会を開催します｡

事前投句
応募期間

応募規定

主　　催 与謝蕪村顕彰与謝野町俳句大会実行委員会

審査と選者

表　　彰

俳句大会

作 品 集

個人情報の
取扱について

１　作　　品

２　応  募  料

３　応募方法

４　応  募  先

後　　援 京都府　（公社）日本伝統俳句協会　（公社）俳人協会　（一社）現代俳句協会　
国際俳句協会　京都俳句作家協会　俳句ユネスコ無形文化遺産登録推進協議会

協　　賛 宮津ロータリークラブ

令和７年６月２０日（金）～８月１９日（火）


